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介
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⑲
日
本
芸
能
実
派
家
団
体
協
議
会
専
務
理
事
）

小
倉
和
夫

（
外
務
省
大
臣
官
房
文
化
交
流
部
長
）

〔
代
理
〕

遠
山
敦
了

（
文
化
庁
次
長
）

内
藤
昌
平

（
外
務
省
大
臣
官
房
文
化
交
流
部
参
事
官
）

イ
ギ
リ
ス

イ
ー
ア
ン
・
リ
ー
ド

（
英
国
芸
術
評
議
会
芸
術
調
整
部
長
）

J
.
A
・
バ
ー
ネ
ッ
ト

（
フ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
駐
日
代
表
）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ル
ー
ス
・
ベ
レ
ン
ソ
ン

（
全
米
芸
術
財
団

(
N
E
A
)
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
国

際

交

流

担

当

副

会

長

代

理

）

．

ア
ン
・
ラ
デ
ィ
チ
ェ

（
米
国
情
報
交
流
庁
教
育
文
化
局
創
造
芸
術
部
長
）

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ヨ
シ
ト
ミ

（
日
米
文
化
会
館
専
務
理
事
）

ユ
ネ
ス
コ

メ
イ
ト
・
コ
ヴ
ァ
ク

（
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
門
文
化
研
究
・

政
策
部
文
化
政
策
課
長
）

E
C
 

ル
ネ
・
ア
ン
ド
レ

文化政策国際会議報告

文
化
庁
は
、
去
る
二
月
二

0
日
か
ら
二
二
日
ま
で
、

東
京
の
経
団
連
会
館
固
際
会
議
場
で

7

文
化
政
策
国

際
会
議
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
会
試
は
、
社
会
に
お
け
る
文
化
の
役
割
の
王

要
性
の
増
大
に
か
ん
が
み
、
文
化
政
策
の
推
進
に
当

た
っ
て
の
国
際
的
協
調
及
び
文
化
政
策
分
野
に
お
け

る
国
際
協
力
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
た
も
の
て
あ
る
。

会
議
に
は
、
経
済
的
・
社
会
的
背
景
が
共
通
し
て

い
る
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
、

イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
及
び
日

本
の
七
か
国
の
文
化
担
当
省
庁
、
文
化
機
関
な
ど
の

高
級
行
政
官
な
ど
の
文
化
政
策
関
係
者
並
び
に
ユ
ネ

ス
コ
事
務
局
及
び
E
C
委
貴
会
の
代
表
の
一
三
名
が

参
加
し
た
。

ま
た
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
関
係
国
大
使
館
担

当
官
、
日
本
の
地
方
公
共
団
体
、
文
化
団
体
等
の
関

係
者
合
計
約

l

五
0
名
が
参
加
し
た
。

各
国
の
参
加
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
以
干
‘

役
職
名
ば
す
べ
て
当
時
）

カ
ナ
ダ

ロ
バ
ー
ト
・
ス
ピ
ッ
ク
ラ
ー

（
カ
ナ
ダ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
事
務
次
長
）

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
タ
ン
ガ
イ

（
外
務
省
国
際
文
化
関
係
局
長
〉

マ
イ
ケ
ル
・
レ
イ
ク

（
駐
日
E
C
委
員
会
代
表
部
文
化
担
当
参
事
官
）

ニ
編
題
ー
文
化
政
策
の
現
状
と
課
題

会
議
で
枯
、
①
芸
術
創
造
活
動
の
振
興
、
②
地
域

に
お
け
る
文
化
の
振
興
、
③
国
と
企
業
・
財
団
等
民

間
と
の
協
力
、
を
中
心
に
、
各
国
・
機
関
の
文
化
政
，
＇

策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
討
諮
が
行
わ
れ
た
。

望
陀
ぷ
嘉
如

旦員
事
の
進
行

参
加
者
の
互
選
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
次
の
と
お
り

の
議
長
、
副
議
長
な
ど
に
よ
り
議
事
は
進
め
ら
れ
た
。

議
長
に
攻
本
朝
[
式
（
日
）

副
議
長（

サ
プ
議
題
1
議
長
ご
ラ
テ
ィ
チ
ェ
氏
（
米
）

（
サ
プ
議
題
2
議
長
ご
ス
ピ
ッ
ク
ラ
ー
氏
（
加
）

（
サ
プ
議
題
3
議
長
）
ぃ
シ
ュ
ネ
氏
（
仏
）

ラ
ポ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ニ
リ
ー
ド
氏
（
英
）

I

I

[

ヨ
シ
ト
ミ
氏
（
米
）

リ
ー
ド
オ
フ
ス
ピ
ー
カ
ー

（
サ
ブ
議
題
1

)

:ク
ル
ネ
イ
氏
（
仏
）

（
サ
プ
話
題
2
)

り
コ
ノ
ウ
氏
（
西
独
）

（
サ
ブ
話
屈
3『

J
)
:ホ
ー
ド
氏
（
伊
）

文
化
庁
長
官
の
開
会
あ
い
さ
つ

冒植
木
浩
文
化
庁
長
官
は
主
催
者
を
代
表
し
て
、
大

要
次
の
よ
う
な
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

参
加
者

フ
ラ
ン
ス

ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
シ
ュ
ネ

（
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
大
型
事
業
・

二
百
年
記
念
省
専
門
穎
問
）

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
グ
ル
ネ
イ

（
会
計
検
査
院
参
事
官
・
比
較
文
化
政
策
専
門
家
）

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
コ
ノ
ウ

（
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
文

化
省
政
務
次
官
）

ヴ
ェ
デ
ィ
ゴ
・
グ
ラ
ー
フ
・
フ
ォ
ン
・
ウ
ェ
ー
デ
ル
（
在

日
大
使
館
文
化
相
当
一
等
参
事
官
（
文
化
部
長
）
）

イ
タ
リ
ア

エ
ン
リ
コ
ア
ン
ジ
オ
ロ
・
フ
ェ
ロ
ー
ニ
・
カ
ル
リ

（
外
務
省
調
査
企
画
局
参
事
官
）

カ
ル
ラ
・
ボ
ー
ド

（
経
済
計
画
研
究
所
文
化
政
策
主
任
研
究
員
）

日
本坂

本
朝
一

（
文
化
政
策
推
進
会
議
会
長
・
元

N
H
K
会
長
）

三
浦
朱
門

（
元
文
化
庁
長
官
・
作
家
）

犬

丸

直

（
ユ
ネ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長
・

元
文
化
庁
長
官
）

植

木

浩

（
文
化
庁
長
官
）

文
化
の
振
興
と
普
及
は
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て

も
国
政
の
重
要
な
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
料
、
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
、
文
化
庁
で
は
「
文
化
政
策
推
進

会
議
」
を
設
け
る
と
と
も
に
、
「
芸
術
文
化
振
興
基
金
」

の
創
設
に
着
手
し
て
い
る
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
各

国
の
文
化
政
策
の
現
状
と
課
題
が
明
確
に
さ
れ
、
参

加
国
相
互
の
協
力
が
促
進
さ
れ
る
契
機
と
な
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

贔
‘三

浦
朱
門
氏
に
よ
る
基
調
講
演

裕忍^

三
浦
朱
門
元
文
化
庁
長
官
が
、
「
現
代
社
会
に
お
け

る
文
化
と
文
化
政
策
の
役
割
」
と
題
す
る
基
調
講
演

を
行
っ
た
。
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

相
互
に
理
解
可
能
で
、
尊
敬
に
値
し
、
し
か
も

活
力
に
満
ち
た
文
化
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
各

国
政
府
は
、
文
化
の
交
流
の
機
会
を
提
供
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
同
様
の
こ
と
が
、
地
域
文
化
の

振
興
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
文

化
を
振
興
す
る
た
め
に
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
発 あいさつをする植木長官（当時）
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国
際
機
関
碧
告

表
の
場
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
創
造
活
動
に
対

す
る
政
府
の
関
り
は
、
限
定
的
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
す
、
例
え
は
、
芸
術
の
発
表
と
鑑
貨
の
根

会
の
提
供
や
文
化
施
設
の
整
備
な
ど
、
芸
術
家
が

創
造
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
中
心
と
す
べ
き
で

あ
る
。
商
業
的
に
成
り
立
た
な
い
製
れ
た
舞
台
芸

術
や
音
楽
に
対
す
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
、
政
府
聞
の
協
力
が
強
化
さ
れ
、
国
際
交

流
が
活
元
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内
の
文
化

が
況
純
さ
れ
た
も
の
と
な
り
、
人
類
の
普
遍
的
文

化
に
昇
韮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

①
ユ
ネ
ス
コ
の
文
化
活
動
の
理
念
と
事
業
に
つ
い
て

（
コ
ヴ
ァ
ク
文
化
政
策
課
長
の
報
告
）

CL

ネ
ス
コ
は
、
各
国
の
文
化
政
策
が
、
急
速
に
変

化
す
る
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
生
活
と
;
殿
の

人
々
及
ひ
芸
術
家
の
ニ
ー
ズ
と
願
望
の
変
化
に
適
合

す
る
こ
と
を
正
視
し
て
い
る
。

こ
の
観
＇
兄
か
ら
、
開
発
の
文
化
的
側
面
の
認
知
、

文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
保
持
と
高
揚
、
又
化

的
生
活
へ
の
参
加
の
拡
大
及
び
国
際
文
化
協
力
の
促

進
を
目
的
と
し
て
始
め
ら
れ
た
「
世
界
文
化
発
展
の

十
年
」
の
展
望
の
中
で
、
す
べ
て
の
国
々
及
び
関
係

国
際
機
関
は
文
化
政
策
の
充
実
に
努
力
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

②
E
C
の
現
状
報
告
（
ア
ン
ド
レ
文
化
部
長
の
報
告
）

③
各
国
の
文
化
活
動
は
、
そ
の
発
展
を
支
え
る
た

め
の
財
源
が
十
分
確
保
で
き
な
い
ま
ま
に
成
長
し

て
き
た
が
、
文
化
の
社
会
的
、
経
済
的
役
割
の
軍

要
性
に
対
す
る
認
識
が
同
時
に
深
ま
り
つ
つ
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

参
加
者
は
以
下
の
点
に
つ
い
て
考
慮
し
、
か
つ
認

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

①
芸
術
圃
造
活
動
の
振
興

〇
社
会
の
中
て
の
芸
術
家
の
役
割
の
重
要
性
、

及
び
彼
ら
を
適
切
に
支
援
す
る
必
要
性

0

芸
術
的
革
新
と
新
し
い
試
み
の
奨
励

0

芸
術
家
に
適
切
な
訓
練
を
提
供
す
る
こ
と
の

重
要
性

0

文
化
の
多
様
性
と
国
際
文
化
交
流
を
促
進
す

る
事
業
の
開
発

0

創
造
の
手
段
と
し
て
の
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
潜
在
カ

0

芸
術
を
文
板
す
る
上
で
の
視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア

の
活
用
と
過
度
の
商
業
主
義
の
危
険
性

〇
又
化
的
伝
統
と
そ
の
保
存
へ
の
継
続
的
支
扱

②
地
域
に
お
け
る
文
化
の
振
興

0

地
方
分
椛
化
が
望
ま
し
い
こ
と

0

地
域
や
地
方
公
共
団
体
の
役
割
の
王
坂
性
と

そ
の
活
動
に
対
す
る
十
分
な
支
援

0

す
べ
て
の
市
民
の
た
め
の
文
化
的
ア
ク
セ
ス

と
芸
術
活
動
の
増
大
の
重
要
杵

0

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
独
自
の
文
化
的
ア
イ

テ
ン
テ
ィ
う
ィ
を
確
立
す
る
こ
と
の
必
要
性

二[
l

[
l
 こ

-
l
 

'
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璽

E
C
は
、
そ
の
加
盟
諸
国
間
の
壁
を
解
体
・
撤
去

し
、
物
、
人
、
サ
ー
ビ
ス
及
ぴ
資
本
の
自
由
な
移
動

を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
単
に
金
と
物
で
は
な
く
、
何
世

紀
に
も
わ
た
り
そ
の
特
色
と
な
っ
て
き
た
自
由
で
人

道
主
義
的
な
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
に
の
っ
と
っ
た

坪
念
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
建
設
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

E
C
委
員
会
は
、
自
分
の
ご
と
だ
け
し
か
見
な
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
閃
心
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、

古
代
当
初
か
ら
常
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
他
文

化
に
対
し
関
放
的
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

E
C
の
任
務
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
概
念
に
対
す
る

認
識
を
十
分
な
理
解
に
ま
で
深
め
る
こ
と
で
あ
る
。

③
国
と
企
業
・
財
団
等
民
間
と
の
協
力

0

芸
術
支
援
の
た
め
の
資
金
集
め
に
つ
い
て
公

的
械
関
と
民
間
と
の
協
力
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
方
途
を
探
る
必
要
性

0

チ
ャ
レ
ン
ジ
グ
ラ
ン
ト
（
国
の
補
助
金
と
民

間
資
金
の
組
合
せ
）
や
税
制
上
の
優
遇
措
置
を

含
む
資
金
集
め
の
仕
組
み
の
拡
大

0

芸
術
団
休
に
お
け
る
十
分
訓
練
さ
れ
た
経
営

管
理
者
の
重
要
性
と
資
金
調
逹
能
力
と
芸
術
的

祝
野
と
を
併
せ
も
つ
経
営
笞
罪
の
必
要
性

〇
貨
金
提
供
者
や
後
援
者
等
が
芸
術
経
営
管
理

者
に
か
け
る
負
担
。
そ
う
し
た
負
担
は
、
最
高
の

．
水
準
の
芸
術
を
生
み
出
す
と
い
う
本
来
の
目
的

か
ら
芸
術
団
体
の
目
を
そ
ら
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

サ
プ
議
題
l
,／

□

芸
術
創
造
活
動
の
振
興

リ
ー
ド
オ
フ
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
グ
ル
ネ
イ
氏
は
、

芸
術
創
造
活
動
に
関
す
る
見
解
を
辿
へ
る
と
と
も
に

各
国
報
告
書
に
基
づ
き
、
参
加
者
に
次
の
六
つ
の
問

題
を
提
起
し
た
。

①
創
造
活
動
振
興
に
関
す
る
決
定
で
は
、
応
見
の

対
一
立
は
避
け
ら
れ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
応
見
の

一
致
は
あ
り
得
る
の
か
。

②
援
助
や
助
成
金
が
真
に
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
々

に
渡
っ
て
い
る
の
か
。

③
今
後
の
芸
術
の
発
展
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た

す
芸
術
創
造
者
に
、
十
分
な
資
金
を
与
え
る
必
要

が
あ
る
。
彼
ら
の
創
作
的
作
品
が
失
わ
れ
て
し
ま

・―9 -
>~‘:‘<~

ぢ:

そ
う
し
た
理
解
に
よ
っ
て
の
み
、
本
当
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
が
生
ま
れ
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
理
解
に
よ

っ
て
の
み
本
当
の
世
界
市
民
と
い
う
考
え
方
が
出
て

く
る
の
で
あ
る
。

各
国
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
の
紹
介

参
加
各
国
の
文
化
の
状
況
及
び
文
化
へ
の
取
組
に

つ
い
て
議
題
に
掲
げ
ら
れ
た
①
芸
術
創
造
活
動
の
振

興
、
②
地
域
に
お
け
る
文
化
の
振
興
、
③
国
と
企
業
・

財
団
等
民
間
と
の
協
力
、
な
ど
を
中
心
に
、
英
語
固

名
A
B
C
順
に
各
国
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
た
。

こ
の
報
告
の
中
で
、

①
今
日
の
激
変
す
る
社
会
に
お
い
て
文
化
の
果
た

す
役
割
の
軍
要
性
が
強
調
さ
札
た
。
文
化
は
そ
の

社
会
の
存
在
意
義
を
自
ら
及
び
他
の
社
会
に
対
し
、

明
ら
か
に
す
る
こ
と
及
び
芸
術
家
や
芸
術
団
体
は

経
済
的
か
つ
企
業
的
な
資
源
と
し
て
も
霊
要
で
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
質
の
高
い
芸
術
に
対
す
る
一
般
大
衆
の

ア
ク
セ
ス
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
た
。

②
各
国
は
そ
れ
ぞ
れ
中
央
、
池
方
、
あ
る
い
は
独

立
し
た
援
助
機
関
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
組
合
せ
か

ら
な
る
財
政
罪
盤
を
作
り
出
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
そ
れ
ら
は
適
当
で
な
い
場
合
も
み
ら
れ
、
省
庁

闇
や
中
央
、
地
方
の
政
府
問
の
話
合
い
や
協
議
に

よ
る
改
善
か
提
言
さ
れ
た
。

う
前
に
、
い
か
に
し
て
速
や
か
に
こ
の
目
的
を
達

成
で
き
る
の
か
。

④
現
代
文
化
、
伝
統
文
化
の
粋
を
流
布
す
る
た
め
、

ビ
デ
オ
収
録
等
近
代
技
術
を
適
切
に
用
い
て
い
る

、。カ
⑤
い
か
に
し
て
検
閲
や
自
，
」
検
閲
（
検
閲
よ
り
も

悪
い
）
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

⑥
地
域
当
局
は
、
門
の
高
い
事
業
を
実
施
す
る
の

に
必
要
な
専
門
知
識
を
も
っ
て
い
る
か
。
各
国
に

お
い
て
、
地
域
の
政
策
決
定
は
実
施
さ
れ
て
い
る

、A
0

力以
上
の
問
題
提
起
に
対
し
、
参
加
者
か
ら
次
の
よ

う
な
意
見
茄
出
さ
れ
た
。

①
す
べ
て
の
社
会
に
お
い
て
芸
術
は
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
近
代
化
が
文
化
活
動
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
制
約
す
る
nJ
能
性
が
あ
る
工
業
化

社
会
で
は
、
特
に
重
嬰
で
あ
る
。

②
芸
術
家
は
創
作
に
つ
い
て
は
、
他
と
妥
協
し
な

い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
質
が
何
よ
り
重

要
で
あ
り
、
多
様
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
意
見
の

対
立
は
避
け
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
芸
術
的
創
造
を
促
進
す
る
環
境
を
つ
く

り
、
持
続
さ
せ
る
の
は
、
芸
術
政
策
決
定
者
や
行

政
官
の
役
割
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
公
的
資
金
供

給
者
は
、
科
学
に
お
け
る
研
究
開
発
と
同
様
、
当

局
や
支
扱
す
る
芸
術
家
が
い
つ
も
成
功
す
る
と
は

限
ら
な
い
こ
と
を
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

③
新
し
い
作
品
の
創
造
に
対
す
る
支
援
と
過
去
の

39 
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偉
大
な
作
品
の
保
存
に
対
す
る
支
扱
の
間
に
は
バ

フ
ン
ス
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
バ
ラ
ン

ス
は
、
政
府
当
周
の
予
算
が
制
約
さ
れ
て
い
る
と

き
に
は
特
に
難
し
い
。

①
こ
の
こ
と
は
限
ら
れ
た
汀
金
の
よ
り
効
果
的
な

活
用
を
交
励
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
公

的
、
私
的
檬
閃
間
の
緊
花
な
協
力
を
必
要
と
す
る
。

i

畜
家
が
政
鉛
決
＇
巫
過
秤
や
文
化
桟
関
等
に
参
加

す
れ
ば
イ
ン
パ
ク
ト
は
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な

ろ
う
。

⑤
芸
術
家
は
我
々
打
会
の
＂
日
解
者
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
。
芸
術
家
の
作
品
は
世
諭
に
よ
っ
て
て

は
な
く
釘
に
某
づ
い
て
支
辰
さ
れ
ね
は
な
ら
す
、

検
閲
か
ら
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

⑤

1
9

へ
て
の
市
民
が
芸
術
に
参
加
す
る
こ
と
が
人

切
て
あ
る
。
「
芸
術
L

の
足
義
て
は
「
高
度
な
文
化
J

1
 ．．
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＼
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③
文
化
の
支
援
及
び
政
策
決
定
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
参
加
さ
せ
る
必
要
性

④
大
都
市
か
ら
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
の
芸
術

家
や
芸
術
同
休
に
よ
る
巡
国
活
動
の
玉
要
性

⑤
伝
統
的
、
民
俗
的
活
動
を
含
む
地
方
の
文
化
的

表
現
を
奨
励
す
る
こ
と
の
電
要
袢

⑥
過
疎
地
域
の
人
々
紅
よ
る
過
疎
地
域
の
人
々
の

た
め
の
芸
術
活
動
を
開
発
す
る
た
め
の
間
題
と
カ

法
⑦
地
方
に
お
け
る
文
化
話
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め

の
熟
練
し
た
芸
術
家
及
び
行
政
官
の
必
要
性

⑧

"
g
術
家
と
施
設
に
対
す
る
習
金
供
給
の
必
要
な

バ
ラ
ン
ス

⑨
巾
町
村
、
地
域
、
中
央
機
関
間
の
、
財
政
を
含

む
文
化
発
展
の
た
め
の
自
治
的
で
独
立
し
た
責
任

分
担
シ
ス
テ
ム
の
創
進

サ
ブ
議
題
3
,
-

国
と
企
業
・
財
団
等
民
間
と
の
協
力

ボ
ー
ド
博
上
が
リ
ー
ド
オ
フ
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、

次
の
よ
う
な
質
間
を
提
起
し
た
。

①
公
の
芸
術
支
板
と
民
間
の
芸
術
文
授
と
の
間
応

矛
店
が
あ
る
か
c

②
あ
る
国
で
は
公
的
な
資
金
に
は
ひ
も
付
き
が
多

す
ぎ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
＾
カ

他
の
巨
て
は
、
ひ
も
付
き
は
民
閏
資
金
の
場
合
だ

と
言
う
e

こ
れ
は
実
は
人
為
的
な
ジ
レ
ン
マ
で
あ

る
。
資
金
の
多
元
化
は
、
柏
極
的
な
連
挑
さ
え
図

ら
九
る
の
な
ら
歓
迎
す
べ
き
て
あ
る
。

④
両
者
連
携
＇
晟
も
実
現
が
難
し
い
が
、
最
も
望

ま
し
い
モ
デ
ル
で
、
官
民
共
同
に
よ
る
文
化
活
動

支
援
団
（
コ
ン
ソ
ル
シ
ャ
ム
）
が
そ
の
例
と
な
る
。

同
拇
土
は
続
い
て
官
民
の
支
援
に
つ
い
て
四
モ
デ

ル
を
不
し
た
。

①
政
府
檬
関
‘
上
導
ー
民
間
資
金
は
公
的
指
恐
に
従

。

ぷ
ノ

②
企
業
主
恋
ー
公
的
資
金
が
民
間
の
イ
ニ
シ
ア
チ

プ
に
従
う
。

③
貴
任
分
担
—
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
活
動
を
行

。

ぷ
ノ

に
の
み
焦
点
を
当
て
る
べ
き
で
な
く
、
文
化
的
伝

統
、
文
化
的
多
様
性
、
我
々
の
日
常
生
活
に
お
け

る
芸
術
応
つ
い
て
も
配
閤
す
べ
き
て
あ
る
。
芸
術

家
の
養
成
及
び
す
べ
て
の
人
々
に
対
す
る
芸
術
教

育
も
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑦
科
学
技
術
の
変
革
の
前
後
及
ひ
そ
の
最
中
に
芸

術
家
か
関
与
す
る
こ
と
は
、
新
し
い
科
学
技
術
か

芸
術
家
の
職
を
打
う
の
て
は
な
く
、
芸
術
及
び
芸

術
家
を
支
え
る
よ
う
な
形
て
我
々
の
文
化
に
翌
入

さ
れ
る
上
で
王
要
な
役
割
を
果
た
す
。

サ
フ
議
題
巳

地
域
に
お
け
る
文
化
の
振
興

コ
ノ
ウ
博
上
は
、
リ
ー
ド
オ
フ
ス
ピ
ー
チ
で
、
各

次
の
よ
う
な
問
題
提
起

を
打
っ
た
。

①
 
地
方
公
共
団
体
が
文
化
の
振
興
紅
果
た
す
役
割

の
重
要
性
。

②
人
々
か
生
活
す
る
場
て
、
芸
術
活
動
が
行
わ
れ

る
こ
と
。

，ヽ

I
I
A
r
I
 

t

¥
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し

③
単
に
伝
統
的
な
形
態
の
文
化
の
保
持
の
み
な
ら

ず
、
例
え
ば
、
視
聴
覚
や
コ
ン
ピ
コ
ー
ク
技
術
の

使
用
な
ど
の
新
し
い
形
葱
の
文
化
の
振
興
及
び
吉

少
年
、
女
性
や
環
境
に
対
応
す
る
文
化
の
振
興
。

④
過
疎
地
坑
が
買
存
の
文
化
板
関
を
利
用
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
こ
の
た
め
、
地
域
の
諸
間
鵜
に
対

応
し
た
独
立
し
た
都
道
府
悶
、
市
町
村
の
芸
術
振

興
拭
関
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
中
央
の
文
化
計
両

シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
。

⑤
平
に
文
化
活
動
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
人
々

を
音
楽
学
校
、
公
開
テ
レ
ビ
番
組
等
を
通
じ
文
化

に
参
加
さ
せ
る
機
会
の
拡
大

⑥
祈
し
い
傾
向
の
芸
術
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
新

し
い
社
会
的
文
化
的
発
展
を
奨
励
す
る
に
当
た
っ

て
の
地
方
公
共
団
体
の
役
割

コ
／
ウ
母
士
は
、
さ
ら
に
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文

化
支
援
の
＝
一
段
階
体
制
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

す
な
わ
ち
、

①
対
外
文
化
政
策
や
大
規
模
で
著
名
な
文
化
機
関
、

著
作
権
法
な
ど
の
文
化
に
関
す
る
法
律
に
責
任
を

負
う
速
邦
政
府

②
文
化
活
動
の
支
援
と
発
展
に
第
一
義
的
責
務
を

負
う
地
ガ
当
局

③
以
上
二
つ
の
レ
ベ
ル
の
当
局
の
間
に
地
域
当
局

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
州

ま
た
、
同
博
士
は
、
広
範
囲
な
文
化
活
動
の
た
め

の
中
央
、
州
、
市
町
村
レ
ベ
ル
の
制
度
及
び
官
と
民

の
支
長
制
度
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
と
る
こ
と
の
重
要

性
を
強
調
し
た
。

続
い
て
参
加
者
は
次
の
よ
う
な
討
議
を
行
っ
た
。

①
様
々
な
市
町
村
や
州
の
間
で
文
化
支
援
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
こ
と
の
難
し
さ

②
ザ
校
、
病
院
、
工
場
、
博
物
館
、
図
書
館
に
所

属
し
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
働
く
地
方
派
遣
芸
術

家

(artists
in 
r
e
s
i
d
e
n
c
e
)

の
役
割

続
い
て
参
加
者
は
以
下
の
よ
う
な
討
議
を
し
た
。

①
税
法
、
財
団
設
立
及
び
文
化
へ
の
民
間
寄
附
が

各
社
会
に
お
い
て
文
化
の
将
来
に
与
え
る
影
響
。

②
民
間
の
ス
ポ
ン
サ
ー
が
過
度
に
大
規
模
で
「
商

栄
的
」
な
イ
ベ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
対

す
る
懸
念
。
し
た
が
っ
て
、
公
共
部
門
は
商
業
的

に
成
り
立
つ
こ
と
が
よ
り
困
難
な
活
動
を
支
援
す

る
役
割
が
あ
る
。

③
現
在
官
民
協
力
が
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、

芸
術
を
支
援
す
る
十
分
な
公
的
資
金
が
な
い
か
ら

で
あ
る
。
多
く
の
公
的
政
策
機
関
が
民
間
の
寄
附

を
増
加
さ
せ
る
方
法
を
探
し
て
い
る
。

④
芸
術
団
体
の
「
募
金
創
設
者
」
、
「
友
の
会
会

日
」
、
ぶ
謳
附
者
」
と
し
て
の
個
人
の
任
務
。

⑤
企
業
と
公
共
部
門
の
協
力
の
成
功
の
事
例
、
追

加
の
支
校
が
あ
れ
ば
助
か
る
優
れ
た
事
業
の
例
。

⑥
政
府
と
民
間
部
門
及
び
政
府
諸
部
門
間
の
連
携

（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
を
確
立
す
る
こ
と
の
重

要
性
。

⑦
芸
術
目
的
で
は
な
く
、
直
接
的
な
企
業
目
的
に

焦
点
を
当
て
す
ぎ
た
企
業
寄
附
に
関
す
る
懸
念
。

ま
た
、
よ
い
模
範
と
な
る
事
業
例
を
周
知
さ
せ
る

こ
と
の
重
要
性
。

⑧
公
の
芸
術
機
関
の
支
援
の
成
否
を
左
右
す
る
要

囚
と
な
っ
て
い
る
専
門
的
知
識
を
も
つ
職
員
の
配

置
と
什
事
の
手
順
の
重
要
性
に
つ
い
て
民
間
部
門

も
考
慮
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑨
民
問
に
よ
る
後
援
は
か
な
り
新
し
い
現
象
で
あ
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坂
本
議
長
は
、
次
の
よ
う
な
諸
点
を
討
議
の
結
論

と
し
て
、
会
議
を
締
め
く
く
っ
た
。

時
間
的
な
制
約
の
た
め
、
全
議
題
を
通
じ
て
十

分
な
議
論
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
た
と
は
言
え
な

い
。
特
に
国
際
文
化
交
流
に
つ
い
て
、
よ
り
踏
み

込
ん
だ
討
議
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
強
く
出

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
会
議
は
大
き
な
成
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
参
加
者
は
文
化
の
諸
問

題
に
つ
い
て
、
参
加
各
国
が
、
そ
の
背
景
と
制
度

的
機
構
の
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
極
め
て
多
く

の
共
通
の
課
題
を
持
ち
、
ま
た
問
題
解
決
に
当
た

っ
て
の
文
化
政
策
の
役
割
に
つ
い
て
一
致
し
た
認

識
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

会
議
を
通
じ
て
参
加
者
が
合
意
し
た
の
は
、
次
の

一
、
[
点[f
t
〗
：
会
に
お
い
て
人
々
の
知
的
、
感
性
的

9
汀
｀
い
い
い
い
且
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讃
長
総
括

る
こ
と
か
ら
、
文
化
発
展
に
対
す
る
効
果
を
確
認

す
る
た
め
の
適
切
な
研
究
調
査
の
実
施
の
必
要
性
。

⑩
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
指
摘
さ
れ
再
度
言
及
す
る

に
値
す
る
点
は
、
様
々
な
文
化
シ
ス
テ
ム
に
新
し

い
科
学
技
術
を
禅
入
す
る
こ
と
の
イ
ン
パ
ク
ト
を

公
共
部
門
及
び
企
業
が
共
同
し
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
こ
と
で
あ
る
。

え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
脱
工
業
化
時
代
に
お
け

る
技
術
的
革
新
の
と
き
に
あ
っ
て
芸
術
は
我
々
の

社
会
に
お
い
て
人
間
化
へ
の
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
あ
る
子
ど
も
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
芸
術
は
私
を
人
間
だ
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
」
。

②
芸
術
家
に
対
す
る
尊
敬
と
支
援
は
不
可
欠
で
あ

り
、
各
国
は
こ
の
た
め
の
総
合
的
な
政
策
を
も
っ

べ
き
で
あ
る
。

③
今
日
文
化
は
経
済
と
社
会
生
活
の
両
者
に
対
し

て
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
い
か

な
る
社
会
に
も
存
在
す
る
多
様
な
文
化
的
伝
統
を

反
映
す
る
た
め
に
は
「
文
化
」
と
い
う
言
葉
の
よ

り
広
い
定
義
が
必
要
で
あ
る
。

④
大
都
市
と
地
方
の
間
の
文
化
的
不
平
等
を
解
消

し
、
文
化
活
動
へ
の
市
民
の
大
幅
な
参
加
を
促
進

す
る
た
め
に
は
、
人
々
の
生
活
に
身
近
な
地
方
で

の
文
化
活
動
の
振
興
が
不
可
欠
な
も
の
に
な
っ
て

き
た
。
公
的
な
文
化
政
策
と
事
業
は
よ
り
多
く
の

人
々
が
そ
の
政
策
決
定
過
程
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
き
に
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
な
る
。

⑤
広
範
囲
に
わ
た
る
芸
術
文
化
の
振
興
に
当
た
っ

て
中
央
と
地
方
の
公
的
機
関
、
及
び
公
的
機
関
が

企
業
、
財
団
、
個
人
を
含
め
た
民
間
と
の
協
力
（
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
を
進
め
る
こ
と
は
、
文
化
振

興
の
財
源
を
確
保
し
、
新
し
い
財
源
を
生
み
出
す

た
め
と
と
も
に
、
社
会
の
す
べ
て
の
領
域
が
文
化

発
展
に
関
与
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
の
に
不
可
欠

で
あ
る
。

さ
ら
に
次
の
諸
点
に
つ
い
て
も
合
意
し
た
。

①
本
会
議
で
討
議
さ
れ
た
諸
問
題
が
引
き
続
き
国

内
的
、
二
国
間
、
国
際
的
な
各
種
の
場
で
よ
り
深

＜
討
議
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

②
今
回
の
参
加
国
が
共
通
の
問
題
の
解
決
に
向
け

て
再
度
意
見
交
換
・
協
議
の
機
会
を
も
つ
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

③
こ
れ
ら
共
通
の
問
題
に
つ
い
て
参
加
国
間
で
組

織
的
な
情
報
交
換
と
比
較
研
究
調
査
を
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。

④
政
策
と
事
業
の
遂
行
の
た
め
に
地
方
の
公
的
機

関
、
芸
術
団
体
、
芸
術
家
の
代
表
等
が
集
ま
り
、

情
報
と
経
験
の
交
換
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑤
本
会
議
で
討
議
さ
れ
た
諸
問
題
を
解
決
し
、
芸

術
文
化
を
さ
ら
に
振
興
す
る
た
め
に
、
参
加
各
国

の
間
で
、
も
し
必
要
で
あ
れ
ば
二
国
間
で
も
、
共

同
事
業
を
企
画
す
る
よ
う
努
力
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る。文
化
庁
で
は
、
本
会
議
で
の
結
論
を
踏
ま
え
、
文

化
政
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
、
参
加
各
国
の
関
係
省

庁
・
機
関
と
の
連
携
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
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●
次
号

(
9
月
号
）
目
次

●
座
談
会

こ
れ
か
ら
の
教
育
委
員
会
に

期
待
さ
れ
る
も
の

（
出
席
者
）
石
川
忠
雄
／
奥
山
桂
／
上
寺
久
雄

伊
藤
政
子
／
（
司
会
）
小
野
元
之

●
論
文

岐

路

に

立

つ

教

育

委

員

会

松

井

一

麿

生
涯
学
習
社
会
と
教
育
委
員
会
|
ー
牧
昌
見

地

域

お

こ

し

と

教

育

委

員

会

安

彦

文

司

●
教
育
長
か
ら
一
言

全
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
教
育
長

人

・

こ

の

道

・

井

信

子

わ

が

ま

ち

の

教

育

・

文

化

捐

井

県

宮

崎

村

こ

と

ば

の

小

箱

野

元

菊

雄

科

学

の

ひ

ろ

ば

宇

宙

科

学

研

究

所

ふ

る

さ

と

の

う

た

兵

庫

県

教

育

委

員

会

郷

土

に

生

き

る

教

育

家

群

像

宮

城

県

●
巻
頭
言

求
め
ら
れ
る
「
連
携
協
力
」
体
制倉

翔

特集． 
新しい時代

の

教育委員会

▽
最
近
、
芸
術
文
化
に
対
す
る
国
民
の

関
心
が
強
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
ほ
ん
と
う
の
豊
か
さ
を
物
だ
け
で
な

く
、
心
で
確
認
を
し
た
い
と
い
う
証
で

し
ょ
う
か
。
今
月
号
は
、
「
芸
術
文
化
の

推
進
」
と
い
＂
う
テ
ー
マ
で
特
集
を
組
ん

で
み
ま
し
た
。

▽
芸
術
文
化
の
関
心
が
強
ま
る
中
で
発

足
し
た
、
芸
術
文
化
振
興
基
金
の
う
ち
、

1
0
0億
円
を
超
え
る
額
は
企
業
か
ら

の
寄
付
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
寄
付

に
向
け
て
の
関
係
者
の
ご
苦
労
は
大
変

な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
芸
術

文
化
の
振
興
と
い
う
高
い
理
想
の
も
と

に
、
企
業
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
て
、
ま
ず
財
政
基
盤
を
確
立
し
、

基
金
の
運
営
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

▽
一
方
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

編

こ
の
寄
付
金
は
、
そ
こ
に
働
く
関
係
者

の
ご
苦
労
と
ご
努
力
の
結
果
、
生
み
出

さ
れ
た
大
切
な
資
金
で
あ
る
こ
と
で
す
。

▽
ま
た
、
芸
術
文
化
の
振
興
方
策
は
、

こ
れ
ま
で
も
数
多
く
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
基
金
の
発
足
を
契
機
に
更

に
充
実
し
、
芸
術
文
化
の
振
興
が
一
層

図
ら
れ
る
こ
と
を
、
読
者
の
み
な
さ
ま

と
と
も
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
こ
の
四
月
に
希
望
と
夢
を
胸
に
し
た

新
入
生
、
新
規
採
用
の
教
職
員
の
み
な

さ
ま
は
、
学
校
で
の
生
活
も
早
い
も
の

で
四
か
月
を
経
過
し
ま
し
た
。

▽
新
し
い
生
活
環
境
で
の
出
会
い
、
喜

び
、
と
ま
ど
い
、
苦
し
み
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
夏
休
み
に
し
っ
か
り
充
電
し
て

い
た
だ
き
、
新
学
期
を
楽
し
く
迎
え
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

(
s
.
k
)

『
読
者
か
ら
の
た
よ
り
』
欄
へ
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。
本
誌
を
読
ん
で
の
ご

感
想
、
ご
意
見
等
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
投
稿
規
定

①
一
件
に
つ
き
四

0
0
字
以
内
②
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
（
誌
上
匿
名
可
）
③
掲
載
分
に
は
薄
謝
進
呈

※
文
章
を
一
部
手
直
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
送
り
先

〒
l
O
O
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

l

―
―
ー
ニ
ー
ニ

文
部
省
大
臣
官
房
政
策
課

集

後
r
文
部
時
報
」
編
集
部

r
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―
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